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電話＠3141㈹

新進堂印刷

市の人口

（昭和53年3月1日現在）

世帯数41，984世帯

44世帯増
144，157人

72，703人
71，454人

246人増

比
口
男
女
比

胡
人
ｍ

積面

トル

▽
…
…
さ
る
三
月
十
五
日
に
京
都
府
知
事
選
挙
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
…
…
△

▽
…
…
一
一
十
八
日
に
は
京
都
府
議
会
議
員
補
″
ハ
選
挙
が
告
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
…
…
△

▽
…
…
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
四
月
九
日
が
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
…
…
△

政
見
を
よ
く
聞
き

よ
く
確
か
め
て

と
こ
ろ
で
、
選
挙
は
自
由
な
考
え

で
の
ぴ
の
ぴ
行
わ
れ
る
の
が
理
想
で

す
。
そ
し
て
、
国
民
の
政
治
的
参
加

の
手
段
と
し
て
、
自
由
と
と
も
に
公

正
、
平
等
と
の
調
和
ぷ
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

の
実
現
と
と
も
に
候
補
者
間
の
檄
会

均
等
ｍ
る
た
め
、
選
ｉ
公
報
や
立

会
演
脱
会
・
政
見
放
送
・
経
歴
放
送

な
ど
が
公
営
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ら
は
、
府
政
を
た
く
す

選
挙
公
報
の
置
い
て
あ
る
場
所

〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕

六
地
蔵
公
会
堂
・
北
木
幡
集
会
所

御
蔵
山
集
会
所
・
岩
田
書
店
（
御

園
2
0
）
・
志
水
商
店
（
西
中
Ｓ
）

木
幡
保
育
所
・
南
山
集
会
所
・
南

木
幡
集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕

黄
鯛
薬
局
（
芝
ノ
東
3
9
）
・
大
和

田
公
会
堂
・
西
岡
屋
会
館
・
黄
鯛

公
園
事
務
所
・
山
崎
幸
一
さ
ん
宅

（
福
角
2
6
）

人
を
選
ぷ
た
め
、
候
補
者
の
人
物
や

政
見
な
ど
を
よ
ぐ
見
、
よ
く
聞
き
、

よ
く
考
え
正
し
い
一
票
を
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

■
立
会
贋
説
会
（
知
事
選
挙
）

・
と
き
・
・
・
三
月
二
十
七
日
（
月
）

午
後
七
時
か
ら

〔
菟
道
・
明
星
町
〕

菟
道
公
民
館
・
三
室
戸
薬
局
（
丸

山
3
7
）
・
明
星
集
台
所

〔
志
津
川
・
笠
取
〕

喜
撰
会
館
・
東
笠
取
簡
易
郵
偲
局

〔
宇
治
〕

会
所
・
西
小
倉
集
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕

西
小
倉
保
育
所
・
砂
田
集
台
所
・

〔
白
川
〕
伊
勢
田
公
民
館
・
西
宇
治
消
防

白
川
公
民
館
署
・
名
木
集
合
臍

〔
神
明
〕
〔
開
町
・
帛
陵
町
〕

神
明
公
民
館
・
老
人
憩
の
家
開
公
民
館
・
帛
陵
集
会
所

〔
槙
島
〕
『
〔
広
野
町
〕

槙
島
公
民
館
・
東
目
川
公
民
館
・
広
野
公
民
館
・
広
野
集
会
臍
・

川
東
公
民
館
・
宇
治
市
民
会
館
・
西
目
川
公
民
館
・
紫
ヶ
丘
公
民
館

観
光
案
内
所
・
善
法
隣
保
館
・
山
三
軒
家
公
民
館

城
学
校
建
設
公
社
・
宇
治
市
役
所
〔
小
倉
町
〕

受
付
・
若
宮
集
会
四
・
半
白
集
会
う
さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
・
小
倉
公

所

－・
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
中
学
校
体
育
館

■
漫
武
報
の
新
聞
折
り
込
み

・
知
事
選
挙
、
府
議
会
議
員
補
欠
選

挙
と
も
に
市
政
だ
よ
吟
と
同
様
に

新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま

す
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り
を
郵
送

民
館
・
西
山
集
会
所
・
蓮
池
中
集

－

し
て
い
る
世
帯
に
は
同
じ
方
法
で

お
届
け
し
ま
す
。

・
届
け
る
日
・
・
・
四
月
五
日
（
予
定
）

・
折
り
込
み
す
る
新
聞
は
朝
日
、
毎

日
、
読
売
、
サ
ン
ケ
イ
、
京
都
、

日
本
経
済
の
各
紙
で
す
。

四
月
開
校
め
ざ
し

最
後
の
仕
上
げ

入
学
や
進
学
の
四
月
も
も
う
ま
ぢ

か
Ｉ
。
こ
の
四
月
に
開
校
す
る
用

小
倉
小
学
校
（
小
倉
町
用
浦
4
0
）
と

西
小
倉
中
学
校
（
伊
勢
田
町
遊
田
7

）
は
、
校
合
や
体
育
館
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
ｍ
し
、
現
在
、
最
後
の
仕
上

げ
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

用
小
倉
小
学
校
は
西
小
倉
、
北
小

倉
両
小
学
校
の
校
区
を
分
際
し
て
、

五
年
生
ま
で
の
二
十
学
級
八
百
四
十

小
倉
小
校
舎
は
5
3
年
度
中
に
改
築

各
地
域
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ひ

ぎ
を
つ
き
あ
わ
せ
て
話
し
合
う
「
行

政
懇
談
叙
」
が
、
二
月
十
七
日
に
木

幡
隋
山
の
わ
ら
ぴ
ケ
丘
町
内
会
（
青

木
光
男
町
内
会
長
）
で
、
ま
た
、
二

月
二
十
四
日
に
小
倉
連
合
町
内
会
（

小
山
一
雄
連
合
町
内
会
長
）
で
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
小
倉
連
合
町
内
会
の

み
な
さ
ん
と
の
行
政
懇
談
会
か
ら
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
関
連
の
深
い

内
容
を
い
く
つ
か
選
ぴ
、
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
、
小
倉
地
区
の
み
な
さ
ん
か

ら
強
く
嬰
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
小

倉
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
、
出
席

し
た
島
田
市
長
は
、
「
小
倉
小
学
校

は
、
五
十
三
年
度
と
五
十
四
年
度
の

二
年
間
で
校
舎
を
鉄
筋
に
切
り
替
え

‘
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
国
の
景
気
刺
激
策
で
危
険
校
舎

の
改
築
が
し
や
す
く
な
り
、
五
十
三

年
度
中
に
Ξ
僚
円
余
り
を
か
け
て
、

全
校
合
を
改
築
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
報
告
。

つ
づ
い
て
、
い
ま
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
中
学
生
の
失
踪

事
件
と
覚
せ
い
剤
儒
用
事
件
に
つ
い

て
、
見
解
を
求
め
ら
れ
た
島
田
市
長

は
、
「
両
事
件
と
も
、
市
の
行
政
の

問
題
と
し
て
大
き
く
取
り
あ
げ
る
必

Ｅ
Ｃ
ｒ
あ
る
■
ｖ
ｆ
ｔ
Ｐ
’
＾
：
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
件
か
ら
強
ぐ
感
じ
る
の
は
、

自
分
の
子
ど
も
以
上
に
他
人
の
Ｈ
Ａ
）

も
Ｉ
Ｄ
ん
に
も
戸
を
か
け
る
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

昼
間
、
学
校
が
あ
る
の
に
ブ
ラ
ブ
ラ

歩
い
て
い
た
り
、
家
の
人
が
知
ら
な

い
の
に
二
～
三
人
集
ま
っ
て
家
を
出

入
り
し
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も
を
見

か
け
た
と
き
に
は
、
自
分
の
子
ど
も

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
あ
た
た
か

く
声
を
か
け
る
『
声
か
け
運
動
』
を

全
市
民
的
に
盛
り
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
』

と
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
に
関
連
し
て
教
育
委
員
会
は
、

宇
治
市
は
急
激
な
人
口
増
加
が
続
い

て
き
た
た
め
に
、
地
域
の
漕
｀
感
が

溥
れ
、
青
少
年
に
必
妥
な
よ
い
土
壌

が
育
ち
に
く
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
、
こ
の
よ
う

な
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
宇

治
市
と
学
校
、
そ
れ
に
地
域
の
み
な

さ
ん
の
三
者
が
、
連
帯
を
強
め
、
健

全
化
へ
の
方
屡
屡
’
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

の
再
編
成
の
な
か
で
も
将
来
ぜ
ひ
必

裂
に
な
る
と
位
置
づ
け
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
か
か
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
用
地
買

収
が
円
滑
に
い
か
な
い
こ
と
に
は
、

こ
れ
ら
の
道
路
事
業
が
進
ま
な
い
こ

と
か
ら
地
域
で
何
回
も
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
、
一
体
に
な
っ
て
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
で
な
い
と
、
市
と
し

て
も
事
業
に
踏
み
き
り
に
く
い
と
い

え
ま
す
」
ｙ
回
答
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
上
げ
や
宇
治
川
改
修
問
題
、
電

波
障
害
問
題
、
そ
れ
に
、
近
鉄
小
倉

駅
へ
急
行
停
車
さ
せ
る
要
ま
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

南小倉小

西小倉中

ヶ
原
集
会
所

〔
大
久
保
町
〕

皿
椋
公
会
堂
・
同
胞
保
育
園
・

大
久
保
集
会
所

・
選
裕
公
報
が
届
か
な
い
場
合
は
右

の
表
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
取
り
に
行
か
れ
る
か
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ぱ
お
送
り
し
ま
す
。

二
年
の
九
学
級
三
百
七
十
一
人
で
そ

れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

テレビ（KB
S）宇治市政

だより
月曜午後6時15分

市
で
は
、
ｕ
Ｈ
Ｆ
3
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
近
畿
放
送
テ

レ
ビ
で
、
毎
週
月
曜
日
の
夜
、
お
知
ら
せ
や
行
事

市
政
の
動
き
な
ど
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
夜
の
6
時
2
0
分
か
ら
で
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
6
時
1
5
分
か
ら
の
3
分
間
に
変
わ
り

ま
す
。

毎
週
月
曜
日
の
夜
6
時
1
5
分
に
は
、
ぜ
ひ
ｕ
Ｈ

Ｆ
3
4
1
Ｋ
＊
－
ン
ネ
ル
で
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

晴れの日のお着付から付添まで

安心して私たちにおまかせ下さいませ
チ
ズ
コ
美
容
室

菟
道
車
田
菟
道
郵
便
局
北

（
2
2
）
8
2
3
9

ス
ミ
美
容
室

伊
勢
田
町
北
山

（
4
1
）
6
9
9
1

お
ぐ
ら
美
容
室

小
倉
町
中
畑
（
2
1
）
3
4
9
2

ひ
さ
美
容
室

宇
治
一
番（
2
3
）
3
9
0
0

イ
セ
ダ
美
容
室

伊
勢
田
町
中
山

（
4
3
）
1
2
7
6

ミ
カ
美
容
室

城
南
荘
八
筋
目
東

（
2
1
）
3
6
9
4

く
き
美
容
室

木
幡
東
中
五
二
－
六

（
3
1
）
5
0
3
1

ロ
ー
ド
美
容
室

五
ヶ
庄
大
林
二
五

（
3
1
）
5
5
0
9

ク
ラ
ブ
美
容
室

宇
治
妙
楽
一
六
六
懲
国
凶
い
い
伺
皆
‥

4
8

ご婚礼衣裳なら

コスチューム・サービス

株式会社ワタベ衣裳店

〒602京都市上京区鳥丸出水

Ｐｈｏｎｅ．075・431・3141（大代表）

593

小
倉
の
都
市
計
画
道
路

つ
づ
い
て
、
小
倉
町
を
東
西
に
横

断
す
る
こ
と
に
な
る
二
本
の
都
市
計

画
道
路
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

市
は
、
「
一
つ
は
、
巨
椋
子
守
神
社

か
ら
市
民
会
館
へ
向
け
て
宇
治
川
の

堤
防
に
抜
け
る
道
路
で
、
も
’
つ
一
つ

は
、
近
鉄
小
倉
駅
の
駅
前
広
場
が
起

点
と
な
る
よ
う
な
形
で
、
任
天
堂
の

な
か
旁
Ｓ
つ
て
宇
治
小
倉
停
軍
場
線

沿
い
に
国
鉄
宇
治
駅
の
方
へ
抜
け
る

道
路
で
す
。
こ
れ
ら
の
都
市
計
画
逗

路
に
つ
い
て
は
、
都
市
叶
画
街
路
網

行
政
こ
ん
談
会
か
ら

知事選
府議補選
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心
身
障
害
者
扶
養
共
済

3
月
3
1
日
ま
で
に
加
入
を

京
都
府
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
（
児
）

者
の
保
護
者
を
加
入
者
と
し
、
一
定

の
掛
金
を
納
め
ま
す
と
、
保
護
者
が

死
亡
・
廃
疾
と
な
っ
た
場
合
、
残
さ

れ
た
障
害
者
に
月
額
二
万
円
の
終
身

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

加
入
で
き
る
の
は
、
精
神
肩
弱
者

お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
か
ら

三
級
ま
で
（
内
臓
疾
患
を
合
む
）
の

障
害
者
の
保
護
者
で
特
別
の
廃
疾
を

安
田
文
庫

び
ら
き

7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
8
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保
護
者
は
、

8
月
3
1
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
と
加

入
で
き
ま
す
。
・
た
だ
し
、
4
5
歳
ま
で

の
人
は
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
福
祉
事
務
所
福

祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

■
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
婦
人
健
康
ひ
ろ
ぱ

今
回
は
、
春
先
に
発
生
し
や
す
い

山
林
火
災
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
ょ
う
。

山
林
は
、
国
土
の
約
六
八
％
を
占

め
、
木
材
を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く

大
雨
の
と
き
の
出
水
や
崩
壊
を
ぐ
い

と
め
、
さ
ら
に
、
新
鮮
な
酸
累
の
源

と
し
て
、
私

消防豆知識

と
き
に
い
っ
た
ん
火
が
つ
く
と
、
手

が
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
ど
長
時
間

燃
え
続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最

近
で
は
、
異
常
乾
燥
注
意
報
が
出
て

い
た
三
月
八
日
に
、
大
阪
府
柏
原
市

の
玉
手
山
や
箕
面
市
の
観
音
山
な
ど

で
相
次
い
で
山
火
事
が
発
生
。
い
ず

み
ん
な
で
守
ろ
う

月
の
聞
は
、
降
雨
量
も
少
な
く
、
季

節
風
が
吹
く
な
ど
、
山
林
に
と
っ
て

は
最
も
危
険
な
季
節
と
な
っ
て
い
ま

す
。晴

天
が
何
日
も
続
き
、
気
温
が
上

昇
し
て
空
気
の
乾
燥
し
た
と
き
が
山

林
火
災
の
好
条
件
で
、
こ
の
よ
う
な

緑
の
資
源

れ
も
二
～
三
時
間
で
消
し
止
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
長
時
間
燃
え
続
け
る
危

険
性
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
山
火
事
の
出
火
原
因
の

第
一
は
、
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
で

次
い
で
、
た
き
火
、
マ
ッ
チ
、
山
焼

き
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
不
注
意
に

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

必
要
で
す
。

ご
希
望
の
人
は
社
会
教
育
課
へ
。

先
着
3
0
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

む
か
し
の
人
が
筆
と
墨
で
書
き
残

し
た
記
録
は
、
そ
の
書
体
も
現
在
と

は
異
な
っ
て
い
て
読
み
に
く
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
読
め
な
い
も
の
と

あ
き
ら
め
て
い
て
は
、
私
た
ち
の
家

の
歴
史
や
、
昔
の
人
の
生
活
ぶ
り
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。こ
と
に
、
宇
治
に
は
貴
重
な
文
化

財
や
歴
史
上
の
古
跡
が
数
多
く
存
在

し
、
ま
た
「
宇
治
茶
」
と
い
う
他
に

比
類
の
な
い
郷
土
産
菜
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
伝
統
を
物
語
る
古
文
書
が

多
量
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ら
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら

市
内
に
残
る
古
文
書
を
読
み
親
し
ん

で
、
郷
土
の
歴
史
を
広
く
知
る
こ
と

に
つ
と
め
、
そ
の
問
に
多
く
の
発
見

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
事

が
ら
は
『
宇
治
市
悉
一
を
は
じ
め
と

す
る
各
機
関
に
お
い
て
ひ
ろ
く
紹
介

さ
れ
、
学
術
研
究
へ
の
一
助
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
に
よ
り
も
私
た
ち
は

す
で
に
二
百
回
を
こ
え
た
「
は
ま
ち

ど
り
研
究
会
」
の
例
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土
に
つ
い
て
の

多
く
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

す
こ
し
で
も
知
鴎
を
深
め
て
い
き

た
い
と
忠
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
父
軽
に
ご
ぶ
加
く
だ

さ
い
。
（
紹
介
文
は
’
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
若

を
つ
け
、
大

切
な
山
林
を

火
か
ら
守
ろ

う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

▽
く
わ
え
タ

パ
＝
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
山
の
な
か
で
、
た
き
火
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▽
は
ん
ご
う
す
い
さ
ん
は
、
必
ず
広

い
場
所
で
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

あ
在
架
は
水
を
か
け
、
土
を
か

ぷ
せ
て
確
実
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

原
英
式
さ
ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

午
後
7
時
～
9
時

▽
会
場
＝
・
市
民
会
館
和
室

▽
会
費
・
・
・
月
額
一
〇
〇
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

若
原
英
式
（
槙
島
町
吹
前
3
7
電

話
⑩
8
2
4
2
番
）
ま
た
は
、
宇

治
市
公
民
館
ま
で

／
／
‥

．切れてｔアツ
★電話のベルを聞いて

○二階から急いで降りてきたのに‥………………

○お風呂から急いであがってきたのに・・……………

こんな時，かかってきた人は，だれからだろうと気になるものです。かけた人はもう少し待ってあげてください』
『

・○・・宇治電報電話局呼出音は10回，30秒ぐらいまでききましょう

今
回
は
、
衣
料
品
と
雑
貨
岫
に
つ

い
て
い
る
表
示
マ
ー
ク
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
な
ど
一
部
を
除
い
て

業
界
が
自
主
的
に
暴
皐
を
定
め
て
つ

け
て
い
る
も
の
で
す
。
公
的
機
閔
の

゛．．Ｓへ．●゜●〃

意ま保

抜せ証

をんを

よか？Ｊ＾

くらし

削｀て

っこい

たれる

うらも

えのの

でマで

□Ｉは

11ク函

吻のり

，・へ．｀゛・／・．．・へ、1゛・／

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
の

意
味
を
よ
く
知
つ
た
う
え
で
買
い
物

を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
買
い
求
め
る
と
き
は
、
商

老豺丿

討ぼ

す表マれ＾

う穣や2Ｕ

忿ぶｆｔ冊
1

蕗
竹
バ
匹
飛
回
ぼ
に

■
第
2
回
公
民
館

サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会

略
称
で
、
い
ろ
い
ろ
な
工
業
製
品
の

規
格
や
品
質
を
一
定
に
し
、
消
費
者

の
利
便
と
生
産
の
合
理
化
の
た
め
に

法
律
で
定
め
て
い
る
Ｍ
準
で
す
。
こ

の
た
め
Ｊ
Ｉ
Ｓ
了

衣
冊
皿
で
は
既
製
学
生
服
や
子
供
服

の
寸
法
規
格
、
そ
れ
に
靴
の
寸
法
等

が
あ
り
ま
す
。

閤
Ｑ
マ
・
・
‐
ク

こ
の
マ

庸
Ｉ
ク
ま
χ
・
一

諮
9

㈲

総
合
に
保

証
し
よ
う

と
、
業
界
が
「
Ｑ
マ
ー
ク
委
員
会
」

製
の
洋
か
つ
ら
な
ど
で
す
。

圓
ウ
ー
ル
マ
ー
ク

こ
の
マ
ー
ク
は
、
原
毛
生
産
国
の

「
国
際
羊
毛
事
務
局
」
が
、
九
九
・

七
％
以
上
の
新
毛
を
使
い
、
染
度
や

強
度
、
縫
製
に
つ
い
て
も
一
定
の
Ｍ

準
に
ふ
搭
し
て
い
る
羊
毛
製
品
に
つ

け
ま
す
。
哉
物
や
既
製
服
、
手
編
み

毛
糸
、
毛
布
、
カ
ー
ペ
″
卜
な
ど
に

つ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
き
も
の
生
地

表
示
マ
ー
ク
の

意
味
を
確
か
め
て

る
商
心
は
、
国
が
間
接
的
に
品
質
を

を
設
け
て
つ
け
て
い
る
も
の
で
す
。
に
は
、
「
ウ
ー
ル
き
も
の
マ
ー
ク
」

保
証
し
て
委
員
会
で
は
、
通
産
省
繊
維
製
品
検

い
る
こ
と
査
所
に
検
李
ぷ
泥
し
、
①
外
観
（
‥

に
な
り
ま
生
地
、
裁
断
等
）
、
・
②
寸
法
、
③
性

⑦

す
つ
い
能
（
収
縮
等
）
④
表
示
の
四
項

四
四
営

て
い
る
の
に
つ
い
て
そ
の
適
否
を
調
べ
ま
す
。

は
電
気
ｌ
ｓ
－
3
や
文
具
な
ど
の
ほ
か
、
つ
い
て
い
る
の
は
子
ど
も
服
や
繊
維
Ｍ
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
つ
い
て

い
ま
す
が

こ
れ
は
、

新
毛
八
〇

％
以
上
が

ｍ
Ｆ
Ｆ
ラ
ベ
ル

フ
ル
フ
ァ
ッ
μ
’
ン
編
機
で
編
ん

だ
製
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
外
観

Ｊ
や
品
質
が

（ＳＺ獲）一一一

白表し
て
い

毛
布
の

粗
悪
品
防

止
の
た
め

に
、
収
縮

率
や
組
成

長ｍ．なＢ

．ｍ誤っ
｀品

い
て
、
業

界
が
定
め

ア
ク
ジ
ル
ー
Ｏ
Ｏ
％
の
タ
″
ト
毛
布

に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

㈲
洋
ガ
サ
合
格
マ
ー
ク

日
本
洋
ガ
サ
振
興
協
議
会
が
定
め

る
品
質
検

Ｐ
査
に
合
格

Ｕ
し
た
洋
が

？

ナ
に
つ
き

ま
す
。
つ

い
て
い
る
の
は
、
親
骨
の
長
さ
が
三

八
り
封
以
上
で
、
親
骨
や
受
骨
が
金

属
性
の
洋
ガ
サ
で
す
。

例
皮
革
製
カ
パ
ン
の

品
質
表
示
マ
ー
ク

會
日
本
他
6
Ｕ天

然
皮
革

製
品
の
う
ち
、
皮
革
外
面
積
が
六
〇

％
以
上
の
も
の
に
つ
け
ま
す
。
マ
ー

ク
に
は
使
川
革
の
種
類
（
牛
、
啄
、

羊
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
旅
行
刑
皮

鞄
な
ど
に
つ
い
て
い
ま
す
。

へ4，●へ．●‘4〃゛％．ｒ｀●．●゛｀Ｗ゛14．ら．●゛

1
1

ま
す
。
ニ
ッ
ト
製
Ｍ
に
つ
き
ま
す
。

閤
毛
布
の
優
良
品
マ
ー
ク

た
Ｍ
準
に
｛
い
格
し
た
毛
布
に
つ
け
ら

れ
ま
す
。
右
は
ア
ク
リ
ル
や
レ
ー
ヨ

ン
、
純
毛
の
毛
布
に
、
ま
た
、
左
は

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
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